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概 要 　昭 和 43年 10月 5 日 よ り12月 6 日 ま で の 約 2 ヵ 月 間 ，沖 縄 本 島 内 子 宮 癌 集 団 検 診 に 参加 す る 機会 を 得，被

検者総数6320名中 trichomonas 　 vaginalis 患 者 765名 を Papanicolaou 染 色標 本 鏡 検 に て 検 出 し本 症 の 島 内

検 出頻度及 び 本症 と 性周 期 の 関係 に つ ぎ臨 床 的 立 場 よ り検討 を 加 え 次 の 結 論 を 得 た ．

　工．沖 縄 本島及 び 1離 島 の trichomonas 　 vaginalis 平均 検 出率 は ユ2．ユ％ で あ る が
，

こ れ は 又 年 令及 び 地 域

に よ り差が あ る．

　 2 ．月 経 周 期 を 有 す る 群 で は，正 常 月 経 周 期 に 伴 う卵巣 ホ ル モ ン の 消 長 に よ りそ の 検 出 率 は 影 響 を 受 け な

い ．こ れ は Class　ll以 上 の 異 形 細 胞 被 検 出 者 群 及 び 糜 爛 愚 者 群 で も 同様 で あ る ．

　3 ．trichomonas 　vaginalis の 検 出率 は ，月 経 周 期 を 有 す る群 よ り，50才以 ヒの 閉経者群 に ，又 月経周期を

有 す る （］lass　I の 群 よ り Class皿以 ．』の 異 形 細 胞 被検 出 者 群 に 有 意 の 差 で 高 い ．

　 4 ．月 経 周 期 を 有す る糜 爛 患 者 群 と 非糜爛患 者 群 の trichomonas 　 vaginalis 検 出率 は 有意の 差 で 麋 爛 患 者

群 か ら の 検 出率 が 低い ． 又 出血 性糜爛 と　trichomonas 　 vaginalis 検 出 率1こ 有
1
意 の 差 は な く，　 trichomonas

vaginalis の 感染 は 糜 爛に 出血 傾 向 を も た らす 原 因 と は 云 え な い ．

　 5 ．trichomonas 　 vaginalis は 腟 上 皮 細 胞 に 炎症 性 変 化 を起 こ す が ，癌化作用 は な い もの と 思 わ れ る．

　　　　　　　　　 緒　　言

　腟 trich ・ m ・ nas 症は ，時に 明 らか な臨床症状を

顕わす こ とな く
， 無症状 に 経過 す る た め 長期に

亘 り未治療 の まま放置 され る例 が 多い ． 1836 年
Donn6 ｝こ よ り trichomonas 　 vaginalis が 記載 さ

れ ， ま た 1916年 Hoehnc に よ りそ の 病原性が報

告されて 以来，
trichorn 。 nas 　vagillali5 に も とつ く

腟炎 の 臨床的研究が 諸家に よ り行なわ れ て きた．

しか し今 日に お い て もなお，腟 trichomonas 症 は

多 くの 面 で 諸家 の
一

致 し た見解に達 し な い 部分が

ある．

　今回 沖縄婦入連合会 が昭和43年10月 5 日 よ り12

月 6 日 ま で の 約 2 ヵ 月間施行 した沖縄本島内お よ

び 1離島 の 子宮癌集団検診に 参加する機会を得，こ

の 際医療機関の貧 し い こ とお よ び住民が腟tricho−

monas 症に対 し無関心 で ある た め
， 長期に 亘 り未

治療の まま で 放置 された本症患者を観察す る こ と

が で き
r
た の で ，腟 trichomonas 症 の沖縄本島内検

出頻度 とあわ せ て ．Papanicolaou 染色腟 tricho −

monas の 検出が
， 性周期 の下で ど の 様な影響を受

け る か ，ま た性周期 の 下で trichomonas 　vaginalis

が剥離細胞に お よ ぼす影響 子宮腟 部糜爛に お よ

ぼす影響らに つ い て 臨床的立場 よ り若干 の 検討を

加 えた．

　　　 検査方法 ， 検査対象及 び検査地域

　検査方法

　子宮癌検診車 「しあわ せ 号」に よ り， 腟鏡診 に

て腟炎 の 有無 ， その他の合併症の 有無を調べ る と

同時に綿棒で 子宮頚管お よび子宮腟部表面を それ

ぞれ擦過 し． 1 枚の 載物 グ ラ ス を左右に 分けて そ

れ ぞれ擦過物を塗抹 し
， 直ち に ether −aicohol 等

量混合液 に て 固定 し， Papanicolaou ’

s　stain を施

し，細胞診 と同時に tri。homonas 　vaginalis の 有

無を判SEjし た ．

　検査対象お よび検査地域

　検査対象者は原則 と し て 沖縄婦人連合会会員で

総数 6，320名で あ つ た．ま た 検診地 域 は 町 ，村を

単位 と し たが 那覇市内らは 学校 区を 1検診単位地

域 とし て い る場合 もあ り，沖縄本島内45町村，校

区お よ び 1離島を含め 46 ヵ 所 に つ い て 調査 した．
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表 1　 受 診 者 年 令 構 成 及 び 腟 ト．患 者 の 年 令 別 検 出頻 度
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　　　　　　　　　結　　果

　 A ．受診者 の 年令構成お よび受診者数

　受診者の 年令構成お よ び受診者数 は表 1 の ご と

く，受診者総数 6，320名で ，その平均年令は45．0

± 9，4才で あ る．

　 B ．腟炎検出頻度

　腟鏡診に て 腟炎 と診断 した もの は 951名あ り，

全受検者 6，320名 の 15 ．O％を 占め て い る，…方鏡

検上 trichom 。 nas 　vaginalis を検出 し得た もの は

765名 ，
12 ．1％で あつ た．

　 1． 腟 trichomonas 患者 の 年令別検出頻度

　検出 し得 た 腟 trichomonas 患者 を年令別に 観

察す る と
， 図 1 に 示す ご と く

，
20〜29才 ， 17名

図 ］

．ち
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　　　　／
＼

「广．1
／ 　　 ＼

一．．
亜 y而 羅 で蠢畷 ． 令

（6．7％o ），30〜39才，167名 （8 ．9％），40〜49才，

352名 （14．4％）， 50〜59才 ，　189名 （13．O％），

60〜69才 ，39名 （13．3％）で あ り． 1名は年令不

詳で あつ た ．ま た 70才 お よ び 80才代 の 者に は tri−

chomonas 　 vaginalis を 検出 で きな か つ た ．なお

罹患者 の 平均年令は 45 ．3± 3．6才 で あ る．

　2． 腟 trichomonas 患者 の 地域別検出頻度

　地域別検出頻度 の 比較 の 便利 の た め に ，沖縄公

衆衛生部 （1966）に て 決め られた島内衛生区分に

準 じ て 本島内を北か ら順に A ， B ，　 C
，
　 D の 4 地

¢

図 2　 沖 縄本島 の 腟 ト，患 者 検 出 地 域
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E ヨ 有 意の 差 の な い 地域
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　 　 昼券連 　　　X2；4．59
　 　 宜野 座 XZ盖13．42
　 　 三 租 　　X2＝a．03
　 　 高良 　 x2前 b．帽

区に 区分 し観察す る と，A 地区で 17．0％以上の検

出率の場所はな く，
6 ．1％以下 の 検出率は 1個所 ，

他 の 10個所 ば 6．2％ 〜 16，9％ の 範囲の検出率で あ

る． B 地区で は 17 ，0％以上 の検出率 の場所 は 2 個

所で ，他 の 3 個所 は 6．2％〜16 ，9％の 範囲 の 検出

率で 6 ．1％以下 の 検出率 の 場所は み ら れ な い ． C

地区で 17．O％以上 の 検出率 の 場所 はな く、 6．1％

以下 の検出率の 場所は 2個所 ，
6．2％〜16．9％の

範囲の検出場所が 5 個所で ある．D 地区で 17．0％

以上 の検出率の 場所は 2 個所， 6．1％以下の 検出

率の 場所が 1 個所 で ，他 の 19個所は 6 ．2％〜16 ．9

％ の 範囲 の 検出率で あつ た ．

　 C ，性周 期と腟 trichomonas 症 との関係

　被検者総数 6
，
320 名 を 性周期 の 面 よ り分ける

と ， 縢 trich 。monas 罹患者 で 月経周期 日数の 明

らか な も の 313 名，50才以上の 閉経者 296名，月

経周期 日数 31日以上 の者お よ び 月経周期 日数不 明

者 152名 ，妊娠 中 1 名，産後無月経 3名，計 765

名で あ り，
一
方非wa　trichomonas 罹患者で 月経周

期 日数 の 明 らか な もの 2，571名、50才以上 の 閉経
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表 2　 性 周 期 と 腟 卜，患 者検 出数

「 月 経 周 期 を

有 す る 群 影嬰
・

嚠 妊 娠 中 睡 後鮒 副 不

腟 　　 　 　卜．

非 　腟　 ト ．

313 296 1　　 　　　　 　 3

2571 1409　 　　 　 　　 2

一
i；宮
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　 　 　 　 　 765

　 　 　計
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図 3 　｛生周 其目と 月室 トゼ・、憲者検 出率

　 月 経 周 期 日 数 の 明 ら か な 群

SO
月経 周 期 日 数

者 1，409名，月経周期 日数31 日以上 の 者お よ び月

経周期 日数不 明者 1
，
572名 ， 妊娠中 の もの 2 名，

産後無月経 1名，計 5，555名で ある．

　 1． 性 周期が腟 trighomonas 検出に お よぼす影

響

　 Papanicolaou 染色腟 trichomonas の 検出 に 性

周期が ど の 様な影響を お よ ぼすか を知るた め に ，

月経周期を有す る腟／trichomonas 罹患者 ，
お よび

非ee　trichomonas 罹患者，並び に ，50才以上 の 閉

経者で 腟 trichomonas 罹患者お よ び非腟 tricho−

monas 罹患者 の それぞれ に つ い て 検討す る．

　 月経周期を有する群

　 月経周期 日数 の 明ら か な婦人2，884名に つ い て ，

最終月経第 1 目を基準とし，検査 日ま で を 3 日ず

つ に分け ，日本人正常平均月経周期日数を 30日と

．し ，30 日に 至 る ま で を 10等分し
，

腟 trich ・ rr］・ nas

患者の 検出数を観察す ると ，腟 trich。 monas 患者

は 最終丹経第 1 〜 3H9 名，
4 〜 6 日31名， 7 〜

9 日33名 ，
10〜 12日47名 ， ．13〜15日44名 ，

16〜18

日50名 ，19〜21 日34名 ，
22〜24日30名．25〜27 日

19名 ，
28〜 30日16名 とな り，卵胞期相当 の 時期で

は検出数が排卵 目に近 づ くに し た が い 増加 し 、排

卵 日前後の 検出数が最 も多 く J 黄体期相当の 時期

で に ，次回月経に 近づ くに したが い 検出数 が減少

し て い る．一方非腟 t・i・h？m ・ n ・・ 罹患者 の 検査例

数は最終月経第 1 〜 3 日71名 ， 4 〜 6 日 277名 ，

7 〜 9 日 338名，10〜 12 日 353名，13〜 15日 333

名 ，16・r−18日 302名、19〜21日 284 名，22〜24日

253名 ，25〜27日 207名 ， 28〜30日 153名 とな り，

各検査 日の 検査例数 に 対 する腟 trichomonas 患

者検出率は そ れぞれ ，11．3％，104 ％，．8．1％，

11．7％，　11．7−％，　14．2％o ，10．7％o ，
．10．6−％ ，　B 、4

％o ， 9 ．4％ とほ ぼ一
定し て い る．なお こ の群 の被

検者総数に 対 す る 腟 trichom ・ nas 患者検出率は

］O、9％で ある ．

　50才以上 の 閉経者群

　50才以上 の 閉経者 は 1，705 名あ り，こ の 内腟

trichomonas 罹患者は 296名で 17．4％を しめ て い

・
る．

　 2． 性周期 と異形細胞検出数

　細胞診を 施行 した 6，316名を Papanico140y 法

　 　 　 　　 表 ．3　 細 胞 診 と 腟 ト ．検 出率

細 緲 ・ ラ ・ 1 司 ・ 国 v ．1計
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表 4　細胞診 ク ラ ス 皿以 上 の 異形細

　 胞 被 検 出者 の 性 周 期 と 腟 ト．患 者検 出 数

腟 　 　 　ト．

一晝豐 翻羅 違丕曁」計

　　 52 　 94 　 211iETt
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表 5　子 宮 腟部糜爛 発 生 数

匡 副 ・・− 2gl ・・一・・ 1・・一一4915D − 591 ・・− 69 マ・− 798 ・一・・ 1 計

被 　検　 者 255 1867 2437 闘 i294 ｛ ・・ 1　 16320

び 　 ら　 ん 84 540 519 、251 、， 11
　　　　　1　 　 ・

0 1282

％ 32・9128 ．9
　　　　1

… 3i ・・6
…

・．・i ・・ 0，0
　　　　1

【

に よ り分類す る と表 3 に 示め す ご と くで ，こ の 内

腟 trichomonas 罹患者 は Class　lV〜V の 者に は

な く ，
Class 皿に 3 名 （13．6％），

Class　 H に 164

名 （32 ．5％），Class　l　 598名 （10，3％）で ある．

　腟上 皮細胞は性周期に よ り影響を受けるが，さ

らに こ れ に trichomonas 　 vaginalis が合併 し た 場

合 どの 様な影響を受 けるか を検討する た め に ，細

胞診に て Class　I以上 の 異形細胞を検出 し た月経

周期を有す る群と
，
50才以上 の閉経者群 ら 535名

に つ き検討 した．す なわ ち腟 trichomonas 罹患者

は 167名 （31．2％） あ り，こ の 内月経周期 日数 の

明 らか な もの は 52名で ，．50才以上 の閉経者 94名，

月経周期 日数 31El以上 の 者お よび 不 明者21名で あ

る．一方非腟 trichomonas 罹患者 で 月経周期 日数

の 明 らかな もの は 正02名，50才以上 の 閉経者 157

名 ， 月経周期 日数31 日以上 の 者 お よ び 不 明者 は

109名で ある．

　月経周期を有する群

　腟 trichomonas 罹患者で 月経周期 日数 の 明ら か

な者 の 検出数は ，最終月経第 1 〜 3 日 3 名， 4 〜

6 日 5 名， 7 〜 9 日 9 名 ，10〜12 日 8 名，13〜 15

日 2名，16 〜 18 日 9 名 ，
19〜21日 7名，22〜24日

4 名，25〜27 日 3 名 ，28〜30 日 2 名で あ り，
一方

　　 　 図 4 　 細 胞 診 ク ラ ス 亘以 上 の 異 形細 胞

　　　　　 被検 出 者 と 腟 ト．患者検 出 率

　　　　　 月経 周期 日 数 の 明 ら か な 群

表 6　糜爛患者 と 腟 ト．検出数

「睦
一一 ’

ド
『
「
1月経周
期を 有
す る群

　 　 82

（出 血 性）

（皿以 上 異 ）

非 腟 　 ト．

（出 血 性 ）

iα 以 上墨 ）

（7）

（15）
684

（43）

（39）

巍輳
3211

（3）i
（ 9）

．

104

（7）
（16）1

不 明

19

（2）

（4）

360

（32）

（26）

司
134

1148

　 广＼ 　　〜・
＼

　 　 　 　 　 　 　
s
　　ロ　ヘ　 　 　 ヘ　　　　　　　 ド

双　ぺ μ
・！
＼

幽

丶
〆

蟻 　遠
　 　 　 　 　 α ED．05　x 〜−i2．4〈16．9

　　　　　　　　　　　　 　 ．’
tt

1〜3　4馬6　ワ〜9　；レ 12　13・1　5 ］6・甼13　：9七2…　22−Z425−Z，？e−：O
　 　 　 　 § 矮 罔 期 日 数

非腟 trichomonas 罹患者 で は 最終月経第 1〜 3

日 1名， 4 〜 6 日 14名， 7 〜 9 日 7 名，
10〜12 日

13名，13〜15H9 名 ，
16〜18日 12名，19〜21日14

名， 22〜24 日15名 ，
25〜 27 日13名，28〜 30目 4 名

で ある ．また 各検査 日の 被検者に対する腟 tricho −

monas 患者検 出率 は それぞれ 75．0％， 26．3％ ，

56．3％，　38．1％e ．　18．2％ ，　42 ．9％
，　33 ．3％

，　21 ．1

％ ，18．7％，33．3％で あ る．な お こ の 群 の 被検者

総数に対する腟 trichomonas 患老検出率は 33　．7％e

で ある ，

　50才以上 の 閉経者群

　細胞診 Class　ll以上の異形細胞を検出 し た 50才

以上 の 閉経者は 251 名で ，こ の 内腟 trich・ m ・ nas

罹患者は 94名44．7％を 占め る．

　3． 子宮腟部糜爛と の 関係

　被検者 6
，320名 の各年令別糜爛患者は表 5 に 示

す ご と くで 計 1，282 名で あ る ． 糜爛患者 の 内腟

trichomonas 罹患者で 月経周期 日数 の 明 らか な も

の は 82名 ， 50才以上の 閉経 者32名，産後無月経 1

名 ，
月経周期 日数 31日以上 の 岩 お よ び 不明者19

名 ，計 134名で ある．〜方非腟 trichomonas 罹患

者で 月経周期 日数 の 明らか な もの は 684名．50才

以上 の 閉経者 104名，月経周期日数31 日以上の 者

お よ び不 明者 360 名 ，計 1
，
148 名で ある ．
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図 5　 麋 爛患 者 の 性 周 期 と 腟 ト．患 者 検 出 率

1馬3　4〜6　7−5　10L11　13凡「i ‘6へra　19 ？ヨ22−2425〜刀 田 b30
　 　 　 　 月経 圄鷏 巳 凱

月経周期を有す る群

　子宮腟部糜爛患者で 月経周期 日数の 明らか な群

の 腟 trichomonas 患者検 出数は ， 最終月経第 1 〜

3 日 2 名， 4 〜 6 日 7 名 ，
7 〜 9 日 6 名 ，

10〜12

日11名 ， 13〜15日11名 ，16〜18日12名，19〜21日

8 名、22〜 24日 12名 ，
25〜27 目 6 名 ，

28〜30口 7

名で あ り．
一

方非腟 trichomonas 患者数 は 最終

月経第 1 〜 3 日20名 ，
4 〜 6 日70名， 7 〜 9 日82

名， 10〜 12日83名 ， 13 〜 15 日65名 ，
16〜18日79

名． 19〜21日95名， 22〜24日67名 ，
25〜27 目75

名，
28〜30 日48名で ある。そ して各検査 日の 被検

者 に 対する腟 trichomonas 患者検出率は それ ぞ

れ ，
9．1％， 9．1％， 6，8％ ，

11．7％，14．5％，

13 ．8％，7 ．8％
，

15．2％，7 ．4％ ，
12．7％で ある ．

なお こ の 群 の 被検者総数 に対す る腟 trich ・ m ・ nas

患老検出率は 10．7％で ある．

　50才以上 の 閉経者群

　50才以上 の 閉経者で 糜爛患老は 46名お り，そ の

内腟 trichomonas 罹患者は 32名69 ．5％で ある。

　　　　　　　　考案及び総括

　集 団検診時 の 腟炎の 検出率は 品川 （1963） 8．9

％o 、藤生 （1964 ）10．2％ ， 木村 （1966）5．5％で あ

り，著者 らの 場合 の 15．0％と比較 しや や低 い ．臨

床的 に腟炎 と診断 し た 患者 と腟 trichomonas 症患

者 の 検出数は もち ろん
一
致する もの で は な い し，

又 trichomonas 　 vaginalis は ， そ の 感染が あつ て

も必ず しも原虫検出 と自覚的，他覚的臨床所見が

一櫓
致する も の で もな い ．す な わ ち腟 trichomonas

陽性者中何 らか の 自覚症状 を 訴 え る もの は 高 田

（1960）3．8〜 8．6％，渡辺 （1954 ）74．7％ ， 貴家

（1954）81．5％，吉岡 （1936）30％e と4．O％〜80．0

森 田 他 1421

％の 程度 で ある．著者 らの 場合 も腟 trichomonas

陽性者中病的帯下感お よ び掻痒感 らの 自覚症状を

訴 へ た も の は ，わ ずか セこ20％にす ぎなか つ た．

　trichomonas 　vaginalis の 検出率 は 固定染色標

本お よび生鮮標本鏡検法に よ る よ りも ， 培養法 に

よ る方が検出率が高い と され て い るが ，
Papani −

colaou 染色法で の 著者 らの 検出成積は 12．1％で ，

同様 に 固定染色標本お よび生鮮標本鏡検法で の 成

績は 真柄 （1958）10．3％ ， 徳田 （1960） 12．1％，

玉 田（1963）5．5％，昇田 （1960）142 ％，Hulka

and 　Hulka 　（1967）　17．6％，　 ChapPaz 　（1958）

10．O ％．　 Moreno ，　u ・Bontke （1966） 20．1 ％ ，

De 　and 　Tu （1963）27〜23．6％ の 検出率で ある．

なお子宮癌集団検診時の 大川 （1964） の 生鮮標本

鏡検法で の検出率は 1LO ％で ある．

　腟 trichomonas 患者の 年令別検 出頻度に つ い て

M ・ reno 　u ・B ・ ntke （1966）は 41〜50才33 ．8％ ，

31〜40才 23．8％， 21〜30才21．9％と し， De 　and

Tu （1963）は 16才か ら50才で は 29才 の 検出率 が

最も高い と して い る．著者 らの 場合検査対象が子

宮癌検診を 目的 とした婦人の た め，対象平均年令

が 高 く45 ．3± 3．6才で あ り， そ の 年令別検出頻

度 は 有意 の 差をも つ て （α ＝ 0．05
，
X2 ＝ 37 ．7＞

12．6）20才 ，
30才．50才 ， 60才，・40才の順 に 高 く

な り，Chappaz （1958） の 指適す る ご と く
， 高度

の estr ・gen 欠乏 が 推測 された 70才代，80才代の

13名か らは 1名 の 罹患者 もみ られ な か つ た．

　腟 trichomonas 患者検出率の 地域差に つ い て 検

討す る と，46 町村 ， 校区の 腟 trichomonas 検出率

は 4．5〜27 ．0％ まで の 範囲が あ り，こ の検 出率を

危険率 5 ％で 検定す る と，有意 の 差を もつ て 低 い

場所 は 3 個所 （東 X 』 7，3，美里 X 』 6．6，小

禄 X2 ＝ 5，0＞ 3．9），高い 場所 4 個所 （勝連 X2 ・・

4．6，宜 野座 X2 諸 13．4
， 三 和 X2 ＝ 4 ．O， 高良

X2 ＝15．5＞ 3．8），有意の 差の な い 場所38個所で

か な りの 地域差をみ とめ る こ とがで き，
一般に 北

部 に検 出率が低 く， 中部．南部 に高 い検出率の 場

所を見 る こ とが で きる．

　性周期 と腟 trichom ・ nas 患者検出数

　trichomonas 　vaginalis の 感染成立 機序並 び に
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そ の 棲息 に 関し
， 従来か ら estrogen と の 関係が論

じられ て きた．すなわ ち CapPaz （1958）は tricho

monas 　 vaginalis に 自然治癒の 傾向はな く，ま た

estrogen 欠乏 の ある 腟に お こ りやすい が 完全欠

乏で は棲息し得 ぬ とし，真柄 （1958） は卵巣ホ

ル モ ン が 腟 の酸度を上昇 させ る こ とに よ り， 感

染を阻止 するが 強力なもの で は な い と し， 藤井

（1956），池羽 （1957）は estrogen の使用 が直接

trichomonas 　 vaginalis に 関係 しな い に し て も清

浄度を好転させ る こ と に よ り 2 次的に 抵抗 を もた

らす もの で ある と し て い る．さ らに 月経周期 との

関係 か ら須川 （1961） は 月経前 28 ．1 ％． 月経 中

16，7％ ， 月経後16 ，7％の検 出率で ある と し，卵胞

ホ ル モ ン に よ る trichomonas 　vaginalis の 抑制効

果を示唆 して い るが，高田 （1960）は特に 関係な

しとし て い る．一
方大川 （1964）は去勢婦人15例

の 人腟接種実験か ら estrogen 活性が trich・ m 。 nas

vag   alis 発育 に必須の 条件 で ある とし て い る ．

松本 （1956 ）は 日本人平均月経周期 日数 を25〜35

日 ti　 7 日とす るが
， 便宜上 こ れを 30日 と し，月経

周期 日数の 明 らか な 20才か ら50才 まで の 2，884名

に つ き卵胞期， 排卵 日， 黄体期の それ ぞれ の腟

trichomonas 患者検 出頻度を観察する と排卵日の

前後に比較的高 い 検 出率を示め す部分が み とめ ら

れる が 有意 の 差 は な く （cr　 ＝ ・ O．05，　 X2 ＝ 7．2〈

16．9）正常月経周期 に おけ る卵巣 ホ ル モ ン の 動 き

で は検出率に影響を お よ ぼ さな い こ とが分か る．

　閉経期婦人で は estrogen 欠乏 の 状態 の た め
…

般 に 腟内 glycogen 量 の低下を来 し
、 腟 trich・ −

monas 感染率 が 低 い と考 えられ て い る．　 Clark

（1959）は 閉経期婦人 に trichom ・ nas 　 vaginalis

検出率 が 低 い と し ， 真柄 （1958）は 50才以上 の

婦人 の 6．9％，大川 （1964）は 51〜60才 11．7％，

61〜70才 6 ．7％ ，
71〜80才 O ％ の 検出率 と して い

る．著者 ら の 場合月経周me　N数の 明らか な 2 ，884

名 と
．
50才以上 の 閉経者 1

，
705 名 の それぞれ の腥

trichemonas 患者検出率10，9％お よび 17，4％ の 差

に つ き検定す る と有意 の 差を もつ て 50才以上 の 閉

経期婦人 の 検 出率が高 い とい え る （cr　 ＝＝ O．05，　 P
’

、

− P ’

2
＝ 0．06

，
2apt、− P

’

1
　 ・ O．02＞．こ れ は50才 以上

の 閉経者婦人群 と い つ て も，50 〜59才 の 者が 1
，
398

名 （81．9％）を しめ ， なお まだ 完全 な estrogen

欠乏 を きた さず ，

Cappaz （1958） の 記述 する ご

と く， 比較的 cstrogen 欠乏 と， 中間細胞層 の 露

出状態 が ，
一方 また そ の ため に glycogen 産生

が 低下 し腟 の 自浄作用 を 低下 させ trichom 。 nas

vaginalis 感染 を 安易に して い る こ とお よび 自然

治癒 の み られ ぬ 本疾患が未治療 の まま放置 され．

結果的 に 50 才以上 の 閉経者群に 集積 した形 とな

り、50才以上 の 閉経者婦人の 検出率を高い も の と

し て い る もの と考 えられ る ，

　 い わゆ る異形細胞 の 成因と trichomonas 　 vagi −

nalis 感染 の 関係 に つ い て Moreno 　 u ・Bontke

（1966）Holtorff　u ．　Krimmenau （1960）は tricho −

m °nas 　vaginalis に 癌化作用は み られず，表層細

胞核の濃縮性，濃縮核周囲空胞形成 ， 核崩壊 ， 細

胞質空胞形成，細胞質辺縁不 明瞭化らが み られ る

と述 ぺ ．Hulka 　 and 　Hulka （1967）　 ｝
・ik　Class　 IR

の 検出群 の trichomonas 　vaginalis 検 出率が 21，7

％で ，
一般 検出率 の 17 ．6 ％に 比べ 高 い 検出率で

あるが 有意 の 差 は な く、また Class　II　R の 変化

は 、 t「ich° m ° nas 　 vattinalis 感染や そ の 治療 とは

無関係で ある として い る．著者 らの 場合 ，細胞診

Class　 E 以上 の 異形細胞検出群 の trichomonas

vaginalis 検出率は 3L9 ％ ，

一方 Class　 I 群 の そ

れ の 検出率は 10．3％で ． こ の 割合 の 差の 検定をす

る と有意の差をも つ て Class 皿以上 の 異形細胞群

に 検出率が高い と云 え る （cr　 ・O．05
，
　 P ’

i
− PI2＝

0．2156
，

2 σ pti − pr2k 　 O．034＞． こ れ は ま た 反面

trichomonas 　vaginalis の 感染 が 腟上皮剥離細胞

に 変化 を 与 えて い る こ とを 示唆 す る もの で ある

が ，薯者ら の場合 ，
こ の 変化 は炎症性変化に とど

ま り，核 ・細胞質比 の 増大、核顆粒粗大化 らの 悪

性変化は 認め な か つ た ．また Class　ll以上の 異形

細胞検出群 の 内 ，月経周期を有す る群に は検索日

に よ る検出率 に 有意 の 差が な く （α ＝・O．05，X2＝

12．4〈 16．9），月経周期 に 伴 う内分泌変化と tri −

chom ・ nas 　 vaginalis 検出率 は 無関係で ある と云

え る．さ らに ま た Class皿以上 の 異形細胞検出群

で ．月経 周期を有する群 と ，
50才以上 の 閉経者群
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の trichomonas 　vaginalis 検 出率の差 に つ き検定

す る と有意の 差を もつ て 50才以上 の 閉経者群の 検

出率カミ高 い （α ＝ 0．05，P ’

1
− P 「

2LO ．108，　20p 「

t
−

pCa ≒ 　0 ．096）．

　集団検診 時 の 子宮腟部麋爛検出成績 は ， 木村

（1966）53．4％、品川 （1963）44　．．3％．藤生 （1956）

30．4％で あ り ， 竹内 （1967）は 30才代か ら40才代

に は 90％近 い 発見率が ある と して い る．著老 ら の

場合 の 検 出頻度は 20．3％で ，年令別検出頻度は 有

意 の 差を も つ て 若年者程高い （α ＝ 0．05，
X2 　・＝　285

＞ 12．6）．糜爛患者か らの trich ・ m ・ nas 　vaginalis

検出率10 ．5％ と ，非糜爛患者か らの 検 出率 12．5％

の 差の 検定をす る と有意 の 差で 糜爛患者か らの 検

出率が低 い （α 鞘 0．05，P ’

1
− P ’

2　
＝0．0205，2σ p

’

i

−
pt2tao ．0404 ）．さ らに 糜爛患者中月経周期 日数

の 明らか な群で ，卵胞期，排卵日，黄体期 の 各期

の検索 日に よ る検出率 に 有意 の 差 がな く （α ＝

O．05， X2　＝ 3．6 〈 16．9），正常月経周期に 伴 う

内分泌の動 ぎに よ る影響 を 受 け て い な い ． また

tricho 皿 onas 　vaginalis ヵミ糜爛に 作用 し
， 出血傾

向をだすか否か を調 べ ると，腟 trichomonas 糜爛

患者 の 内出血傾 向の あ るもの 8．5％ ， 非膣 tricho −

monas 糜爛患者 の 内出血傾 向の あ る も の 6 ．3 ％

で こ の 差に 有意の 差は な く （Ct　・＝O．．05，　 P ’

rP
／

tt

＝O．0225
，　　2σ p

’

1
− p

’

2bO ．0556＞，　　trichomonas

vaginalis が 糜爛 に 出血傾 向 を もた らす とは 云 え

な い 。
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会 子 宮癌検診 珊 に 感謝 い た し ます．
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